
話題提供

話題提供① 河合俊雄（京都大学こころの未来研究センター 教授）
    『甲状腺疾患患者の語り：病の自己性と他者性』

話題提供② 清水亜紀子（京都大学大学院教育学研究科　グローバルCOE研究員）
    『筋ジストロフィー患者の生きる体験世界に学ぶ「臨床の知」』

話題提供③ Alan Jacobson（Joslin糖尿病センター副所長）
    “Depression Among Patients with Diabetes: 
     What We Know and What We Can Do About it.”

病と臨床－病に生きる人間にみる臨床の知

2008年

11/17（月）
13時～16時

京都大学百周年時計台記念館　百周年記念ホール

共同開催
大学院教育改革支援プログラム「臨床の知を創出する質的に高度な人材養成」
京都大学グローバルCOEプログラム「心が活きる教育のための国際的拠点」

京都大学大学院教育学研究科HP　http://www.educ.kyoto-u.ac.jp/

京都大学大学院教育学研究科・皆藤章　n50416@sakura.kudpc.kyoto-u.ac.jp

企画代表者　皆藤　章
企画分担者　河合俊雄
協力　　　　天理よろづ相談所病院　石井均
　　　　　　京都大学糖尿病心理臨床研究会　（psyche_disease_2008@yahoo.co.jp）

重篤な病を生きる人間に、心理臨床はいかに関わっていくのか。
今回は、Alan Jacobson氏をお招きし、この現代における重要な
テーマから臨床の知を見出すことを試みる。

お問合せ先

参加費

無料

事前申し込み不要

アクセス： JR京都駅から市バス206系統「京大正門前」下車、または17系統「百万遍」下車
 阪急河原町駅から市バス201系統、または31系統「京大正門前」下車ほか
 京阪出町柳駅から東へ徒歩約20分

通訳あり

企画・協力

皆藤　章（京都大学大学院教育学研究科　教授）
西平　直（京都大学大学院教育学研究科　教授）
野間俊一（京都大学大学院医学研究科脳病態生理学講座精神医学教室　講師）

Alan Jacobson（Joslin糖尿病センター副所長）
河合　俊雄（京都大学こころの未来研究センター 教授）
清水亜紀子（京都大学大学院教育学研究科　グローバルCOE研究員）

発表者

指定討論者

司会

対象：　市民一般、心理臨床専門家、医療関係者、学生、大学院生


